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  Sodium polystyrene sulfonate was applied to twenty－two cases with hyperkalemia and
the following conclusions have been obtained．
  1） The agent is clinically safe and effective for hyperkalernia．
  2） Clinical value of the drug is rnore than that expressed by the serum potassium levels，
becftc use of its dramatic effect on the patient’s poor prognosis．
  3） lts effect was observed even in fasting patients， on low－potassium and／or on low－salt diet．
  4） As to side effects， nothing worthy to mention was observed． Possibility of hyper－
natremia， hypocalcernia and hypokalemia must be considered as to dosage， duration， method of
administration， diet and combined medications． Our attention rnust be paid especially on hy－
popotassernia whenever patient is on digitalisation or in the diuretic phase．
  5） Use of this agent with dialysis should become an indispensable part in the management
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    A      B   ．  C      例もなかったことは，血清K＋の数値上の成績より
                         も，むしろ高く評価されるべき臨床上重要な成績と考
1                      える．これは急性腎不全に伴う高カリウムのための死
                         亡率を明らかに減少したということのほかに，腎不全
                         患者の手術や胃腸管内出血などのカタボリック状態に
                         さいして，人工腎臓を頻回に用いなくても高カリウム
1                      血症を処理することができるという効果をもたらして
                         いる．
                                  副 作 用
                          いずれの場合も服用にさいして多少不味であるとい
置…                      う訴えを除いては，直接の副作用を伴わなかった．
                         主訴としての黒色便，潜血反応強陽性の大量の下血な
                         どを示した例もあるが，いずれも慢性尿毒症または術
                         後車の下血を好発する条件下に限られていたので，本
・Ψ麗                     剤に関連を求めるのは無理であろうと思われる．
                          Na＋の貯留， Ca＋＋の減少に関しては，われわれの
                         成績では統計上，有意の差を認めていないが，これは
                         われわれの投与量や，用いている無蛋白，無K＋，無
aVL                    Na＋の急性腎不全食に多少の関係があるとも考えら
                         れる．ただし，長期間にわたる本剤の連用や大量投与
                         によっては，多少の変動は起こりうると思われる．
                          3mEq／L以下の低K血症としては，最：低値2・7mEq／
aVF@                     L，2．9mEq／しの各1例1同ずつであったが，臨床上
                         なんらの異常を認めなかった．このさいジギタリスは
                         使用していなかった．
 Fig．3症例4（Y．S．34才）の心電図      また，副作用ではないが，用いられる水分が患者の
   倉透騨1急騰1    水点画II限内・・収まるかと・・う点では，・日…ml
   c析羅拝黙思チもに人工腎魔 内外に抑え・・…可能であ・・その直す礪・熱
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